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内容の要旨および審査の結果の要旨
Benzodiazepme誘導体による覚度や注意、記憶に対する影響について種々の報告がみられるが、統一
した見解が得られていない。また、記銘、保持、再生の記憶過程のどこに影響するかについてもまだ充分
に解明されていない。そこで本研究では、benzodiazepine誘導体であるdiazepamの近時記憶に対する影
響について主として検討した。
実験１では、対象は正常男子20名であり、１０名にdiazepamO2mg／kgを静脈内投与し、他の10名に生
理食塩水２ｍlを静脈内投与し、１５分後より、点知覚検査、語音知覚検査、線分知覚検査、対語記憶にお
ける自由再生、手掛かり再生と再認検査、図形記憶における自由再生と再認検査、無意味語記憶での自由
再生と再認検査を行った。
実験２では、対象は正常男子16名であり、８名にdiazepamq2mg／kgを静脈内投与し、他の８名に生
理食塩水２ｍlを静脈内投与し、２０分後より、図形検査と単語検査を行った。図形検査では、図形の５枚
提示後の即時再生と30秒後の再生、３０秒から60秒後に計算を行わせた後の再生の、３種の検査を行った。
単語検査では、単語10個を口頭提示し、即時再生と30秒後の再生、３０秒後から60秒後に計算を行わせた後
の再生の、３種の検査を行った。
結果は、実験１の点知覚検査、語音知覚検査、線分知覚検査では、diazepamの有意な影響は認められ
なかった。対語の自由再生と手掛かり再生でdiazepamでの成績の有意な低下を認め、自由再生でより強
い影響が認められた。対語の再認でのdiazepamの影響は少なく、図形の自由再生と再認でdiazepamで
の成績の有意な低下を認めた。無意味語の自由再生と再認では薬物の有意な影響はみられなかった。
実験２では図形検査と単語検査において、diazepam投与群が有意に成績が悪かった。第１の検査と第
２の検査の成績差、及び第２の検査と第３の検査の成績差としての忘却鼠を比較すると、図形検査及び単
語検査で、両群間に有意の差を認めなかった。
これらの結果より、diazepamは覚度や注意に対する影響は少ないと考えられるが、視覚的記憶と聴覚
的記憶の両方に影響を及ぼし、視覚的記憶では自由再生と再認に影響を及ぼし、聴覚的記憶では手掛かり
再生よりも、自由再生に強く影響を及ぼすと考えられる。又、実験２の検査よりdiazepam投与群が有意
に成績が悪いことと、忘却量では差が認められないことより、diazepamは近時記憶における記憶容量を
減少させるが、保持に対する影響は少ないと考えられた。
本研究は、健忘症を惹起するなど最近話題になっているbenzodiazepine誘導体について、種々の記憶
検査法を駆使して検討し、近時記憶に対する影響を明らかにしたものであり、臨床精神薬理学ならびに精
神医学に寄与する論文と評価された。
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